
（別添１） 

指 示 

 
平成２４年４月１１日 

 
 
宮城県知事 
村井 嘉浩 殿 

 
原子力災害対策本部長 

         内閣総理大臣 
野田 佳彦 

 
 
貴県に対する、原子力災害対策特別措置法（平成１１年法律第１５６号）第

２０条第３項に基づく平成２４年４月５日付け指示は、下記のとおり変更する。 

 
記 

 
 

１．宮城県気仙沼市、白石市、角田市、蔵王町、村田町、丸森町及び南三陸町に

おいて産出されたしいたけ（露地において原木を用いて栽培されたものに限

る。）について、当分の間、出荷を差し控えるよう、関係自治体の長及び関係

事業者等に要請すること。 

 
２．貴県において飼養されている牛について、当分の間、県外への移動（１２月

齢未満の牛を除く。）及びと畜場への出荷を差し控えるよう、関係事業者等に

要請すること。ただし、貴県の定める出荷・検査方針に基づき管理される牛に

ついては、この限りでない。 



 
 

 

指 示 

 
平成２４年４月５日 

 
 
宮城県知事 
村井 嘉浩 殿 

 
原子力災害対策本部長 

         内閣総理大臣 
野田 佳彦 

 
 
貴県に対する、原子力災害対策特別措置法（平成１１年法律第１５６号）第

２０条第３項に基づく平成２４年３月１５日付け指示は、下記のとおり変更す

る。 

 
記 

 
 

１．宮城県白石市、角田市、蔵王町、村田町及び丸森町において産出されたしいた

け（露地において原木を用いて栽培されたものに限る。）について、当分の間、

出荷を差し控えるよう、関係自治体の長及び関係事業者等に要請すること。 

 
２．貴県において飼養されている牛について、当分の間、県外への移動（１２月齢

未満の牛を除く。）及びと畜場への出荷を差し控えるよう、関係事業者等に要請

すること。ただし、貴県の定める出荷・検査方針に基づき管理される牛につい

ては、この限りでない。 

（参考） 


